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コミュニケーション考         副校長 池田 吉弘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

最近、「コミュニケーション能力」という言葉がよく使われます。企業が学生に求める力の第１位

は「コミュニケーション能力」で、９年連続１位だそうです。文部科学省は、子供たちに「国際社会

を生き抜く異文化コミュニケーション能力。社会に出てから最初に直面する世代間コミュニケーショ

ンの問題を克服する能力。楽しい学校生活を送るために、いじめや、キレるという現象を少なくする

ような人間関係を形成していく能力。」と説明しています。 

人間はコミュニケーションを取る時、言葉を使い、互いの感情や意思を伝え合っています。言葉よ

りも表情や視線、身振りなどが、より重要な役割を担っていることがあります。今ではあまり聞かな

くなりましたが、「以心伝心」「アイコンタクト」等、言葉でなくても意思が通じる奥ゆかしい言葉が

あるくらい、アナログ時代には信頼関係や強い絆といった豊かな心をもち合わせていたのだと思いま

す。モバイル時代のSNS等の簡略化されたコミュニケーション文化の中では、多くの人が殺伐とした

関係の中でしかつながりを感じることができないのでしょう。 

言語コミュニケーションでは、「何を伝えたか」ではなく「相手にどのように伝わったか」が大事

になります。伝えたつもりになっていることでトラブルになったりします。伝わったことを確認する

ためにも、「話を聞いて、質問して、確認する」を繰り返し、会話の内容を一致させる必要がありま

す。非言語コミュニケーションでは、体全体を使い言葉以外の情報を交換可能にすることができると

いえます。つまり、体全体で感じることが大切になります。 

言語コミュニケーションは、自分の努力でスキルアップすることができますが、非言語コミュニケ

ーションは、他との関わりの中で獲得できるものであるため、人間関係が希薄といわれる現在、その

重要性を感じます。 

コミュニケーション能力を高めるためには、例えば、隣に一緒にいるだけ、肩に手を添えるだけ、

背中をそっと押すだけ、手を握ってあげるだけでもよいと思います。温もりが伝われば、相手は安心

します。小さなことの積み重ねで、強い絆を築くことができます。愛情の伝え方はたくさんあります。

今日から試してみてはいかがでしょうか。 

 
＜２月の言語活動＞       
・研究発表会  ２月１９日(金) ３～６年の全学級授業 
・モンゴル教室（２年生）    ・クラブ発表集会 
・６年生を送る会        ・おひさまの会読み聞かせ 
・心のふれあい週間 

   
平成2８年２月１日 

練馬区立早宮小学校 

健康で明るい子ども  よく考えて工夫する子ども  思いやりのある子ども 

保
育
園
と
の
交
流
（
１
年
生
） 

保護者の皆様へ 

  これまで学校として、保護者の皆様の御協力を得て、楽しい学校作りに取り組んできています。体

罰や暴力のない楽しい学校作りを目指し、各学級でアンケート調査を行いました。 

 御家庭において、学校生活における出来事などについて話し合う機会をもっていただき、何かお子

様について御心配なことがあれば、学校にご相談くださいますようお願いします。 

http://www.hayamiya-e.nerima-tky.ed.jp/mobile_site/mobile_site_top.html


 

校内書き初め展 
 

 

 

 
今年度も冬休みが明けてすぐに各学年で書き初めに取り組みました。 
１・２年生は、硬筆を各教室で３年生以上は毛筆での書き初めに臨みました。冬

休み明け初日の８日に、まず５、６年生が席書会を行いました。４年生は９日、３

年生はその次の週の１２日に行いました。 
冬休みまでの学習を思い出しながら学年で一斉に書きました。冬休み中に何枚も

何枚も練習をした子もいたそうです。子供たちは、一画一画に気を付けながら書き

上げていました。書き上がった自分の作品を見比べて、首を

かしげたり、満足そうな顔になったりする子供たちの様子を

見て、私たちまで嬉しくなりました。仕上がった作品は、ど

れも気持ちのこもった素晴らしい出来映えでした。 

今年は、１月１５日(金) ～ ２１日
(木)までが校内書き初め展でした。学校
公開日には、多くの保護者の方に鑑賞していただくことがで

きました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
昨年度の集会委員会が、今年度の集会委員会に引き継いでほしいと考えた集会のひとつが、有志を募っ

て得意技を披露し合う集会でした。前年度の思いを受けて、毎年、実際の活動に結び付けていくことは、

委員会活動の取組として価値あることだと思います。 

今年度はネーミングを『２０１５年 未来のスターを探し出せ！in早宮』としました。１０年以上続い

ているこの集会、史上最多数（１８グループ）の応募がありました。そのことだけでも、早宮の子供たち

のやる気やチャレンジ精神、自分の頑張りを楽しみにしたり喜べたりする気持ちが素敵です。 

応募数が多かったので、もともと、１２月と１月の２回に分けて実施する予定だったところを、１２月

に１回追加し、１２/２２、１２/２４、１/１４に行いました。全３回に６つずつのグループが参加してく

れました。 

 

集会委員会の『未来のスターを！』のかけ声に、全校の子供たちが「探し出せ！」と声を合わせて始ま

るステージ。フラフープ、ダンス、ピアノ演奏、歌、けん玉、一輪車、けんばんハーモニカ演奏、なわと

び、お笑い、えびぞり、リコーダー演奏、吹奏楽など、たくさんの頑張りが披露されました。会場からの

拍手や手拍子も、発表を盛り上げました。今年度は、１年生の参加が６グループも。そして、集会史上初

の、学級全員での参加が２学級も。これまでにない新しさも加わって、全校で楽しむことができました。 

     



 ３年社会科見学 
 

 

 

1月１５日（金）、練馬区役所・石神井公園ふるさと文化館・べじふるセ

ンターに行きました。 

 最初の見学先は、練馬区役所でした。バスで行く初めての社会科見学で、

どの子もわくわくしている様子で学校を出発しました。練馬区区役所の展

望台から、普段見ることのできない遠くの景色に感動している子が多く見

られました。社会科の学習で学んだ方角を意識して、「東側には東京スカイ

ツリーが見えるよ。」「南側は横浜ランドマークタワーが見えたよ。」と声を

掛け合っていました。 

 次の石神井公園ふるさと文化館では、練馬区の昔の様子を知ることが

できました。古民家の様子を見たり、昔の道具を実際に触れたりして、

体験することができました。「昔の人はこんなに大変だったのか。」「昔の

人はすごいな。」と驚きの声が聞こえました。また、総合の学習で学んだ

練馬大根についても説明していただき、330年前から作られていたことや

朝早くから売りにいっていたことを聞

き、驚いていました。 

 最後に見学したべじふるセンターで

は、日本各地、世界各国から様々な食品が集まっていました。「冬だから旬

の白菜やみかんが多いね。」「冬なのにスイカがあるよ。」と子供たちから

様々な発見を聞くことができました。  

 社会科見学の終わったあとに書いた社会科見学新聞を見てみると、子供

たちはこの社会科見学を通して、今までに知らなかったことも含めて様々

なことを学ぶことができました。学習を深める喜びをこれからも様々なと

ころで感じ取ってほしいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５年社会科見学 
１月１２日（火）、東京コカ・コーラ多摩工場と日野自動車日野工場 

に行きました。 

 最初の見学先は、東京コカ・コーラ多摩工場でした。工場の方の説明 

をよく聞いてメモを取っている姿から、身近な製品がどのように作られ 

ているか興味深く学習している様子が伝わってきました。ペットボトル 

をリサイクルして作ったユニフォームがあるコーナーでは、交代しなが 

ら試着し、「ペットボトルでできているなんて信じられない！」「環境の 

ことも考えているんだね。」と感想を伝え合っていました。 

 午後は、日野自動車日野工場に行きました。長い製造ラインに乗った

車の部品が徐々に組み立てられ、大きなトラックに変化していく様子を

間近で見ることができました。「完成したら検査をするんだよね。」と見

学前に社会科で学習したことを思い出したり、一台ずつ色や形が違うこ

とに気付いて「本当に注文した人に合わせてつくってるんだ！」と感動

したりしていました。また、工場で働く人たちの真剣な様子やその作業

の速さ、協力して行う姿などが印象に残った子供も多くいたようです。

見学後はホールに集まって、工場が行っている環境を守るための取組や

社会貢献活動などについて学びました。 

今回の社会科見学は、資料を読むだけでは分からない、働く人の思いやたくさんの工夫、努力があること

を感じ取り、学びを深めるよい機会になったと感じます。これからも、経験したことを学習と結び付けなが

ら、学びを深めていきたいと思います。 

 



 

 
 
 
 
 
 
 
 

月 火 水 木 金 土 日 

１ 
全校朝会 
安全指導 
クラブ見学３年 
クラブ活動 
なわとび週間始 
SC河野先生 

５５６６６６ 

２ 
 
 
 
 

 
 

５５５６６６ 

３ 
保護者対象 
食育講座 
 
 
 
 

５５５５５５ 

４ 

たてわり 

 

 

 

５６６６６６ 

５ 

 

 

 

 

５５６６６６ 

６ 

体育館遊び 

７ 

８ 

全校朝会 

モンゴル教室２年 

SC河野先生 

５５５６６６ 

９ 

エネルギー 

出前授業３年 

 

５５５６６６ 

１０ 

児童集会 

 

 

４４４４４４ 

１１ 

建国記念の日 

１２ 

クラブ発表 

集会 

 

５５６６６６ 

１３ 

委員会活動 

親子の集い 

２年３年 

３３３３４４ 

１４ 

１５ 

全校朝会 

クラブ活動 

SC河野先生 

５５５６６６ 

１６ 

新１年保護者 

説明会 

SG理事会 

４４５６６６ 

１７ 

おひさま 

 

 

４４４４４４ 

１８ 

 

 

 

５５５５５５ 

１９ 

研究発表会 

 

 

４４５５５５ 

２０ ２１ 

２２ 
全校朝会 
心のふれあい
週間始 
心のふれあい
DAY 
SC河野先生 

５５５５５５ 

２３ 

 

 

 

 

５５５６６６ 

２４ 

 

 

 

 

５５５５５５ 

２５ 

音楽朝会 

保護者会 

５・６年 

 

５６６６５５ 

２６ 

６年生を送る会 

心のふれあい

週間終 

 

５５６６６６ 

２７ ２８ 

２９ 
全校朝会 
クラブ活動 

SC河野先生 

５５５６６６ 

※（SG）スクールガード (SC)スクールカウンセラー 

※今月の避難訓練は、予告なしで行います。 
※なわとび週間は３月４日（金）までです。 

健康・安全に気をつけよう 
 今年の冬は，暖かかったり、とても冷え込んだりと、寒暖の差が大きく体調管理が難しいです。イン

フルエンザや胃腸炎で休む人もいます。 

 病気の予防として、学校では、手洗い・うがいを呼びかけています。外遊びから帰ったとき、トイ

レのあと、給食のまえ、掃除のあとなど１日の内で何度も手洗いをする場面があります。手洗いをし

ている人は多いのですが、せっかくきれいに洗った手をふくためのタオルやハンカチを持っていない

人がいます。ぜひ、おうちの方からもハンカチを持っていくようお声かけください。また、ご家庭で

は「早寝・早起き・朝ご飯」ができる生活への体調保持にご協力をお願いします。 

 安全面では、登下校の歩き方に気を付けることを指導しています。ガードレールの内側を歩くこと、

信号をよく見ること、横断歩道を渡るなど交通ルールを守ることを繰り返し指導しています。御家庭

でのお声かけをよろしくお願いいたします。       生活指導部 伊藤早苗 

○持久走大会の「健康観察表・持久走大会参加承諾書」は、学校で一括回収・処分

いたします。 

○転出の予定がある方は、早めにに担任までお知らせください。また、可能性があ

る方も担任までお知らせくださいますようよろしくお願いします。 

お
願
い 


